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and・ ， respectively ， 
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for@pesticide@residues ， 

Residues｛f｛rganophosphorus（nsecticides・ ， organochlorine（nsec-ticides・ ， fungicide 

(Captan ， Procymidone@and@TPN)@and@carbamate@insecticide@(Methomyi)@in@5@kinds@of@organically@cultivated 

crops@or@the@like@were@detected ， Their@concentrations@were@between@0.01@and@0.36ppm ，   
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pesticides, 有機塩素系農薬 organochlonne  pesticides, カーバメイト 系農薬 carbamate  pesticides, 殺 

主剤 insecticides, 殺菌剤 ぬ ngicides, 有機栽培 organiccu Ⅲ vation 

緒     ついても調査してきた ， 側 ．有機栽培及び 無 ・ 減 農薬栽 

近年，消費者の 食品の安全性に 対する関心は 高く ，持 培農産物については ，適正な表示に 基づき消費者がそれ 

に 残留農薬については 健康への影響を 懸念する声も 聞か らを選択できるように 1996 年 12 月農林水産省は「有機農 

れる．農産物の 安全性を確保する 上で，農薬残留実態調 産物及び特別栽培農産物表示ガイドライン」 ( 以下表示 

査を実施する 重要性が増している．著者らは ，これまで ガイドライン ) を示した   

国内産生鮮野菜・ 果実における 農薬の残留実態調査を 行 今回は，著者らが 過去に調査した 野菜・果実 類 のうち 

ってきた "9). その中で，近年，消費者ニーズが 増加し 比較的農薬の 検出頻度の高かった 果菜類，豆科野菜及び 

ている有機栽培及び 無 ・ 減 農薬栽培表示野菜・ 果実別に 果実類 は ついて残留実態を 調査した． 
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実験方法 412( 検出 器 :ATD) 

] . 試料 (3) 高速液体クロマトバラフⅡ 株 ) 島津製作所 製 LC- 

      慣行栽培野菜・ 果実 類 l0AD( 検出 器 : 蛍光 ), LC-6AD( 検出講 : 蛍光 ), ヵ 

1999 年 4 月から 2 ㏄ 0 年 3 月に東京都内の 市場等で購 ルバ メート分析システム 

入した野菜・ 果実など 18 種 桝 検体について 調査した         ガスクロマトバラフ 一 質量分析 計 :FlnnleanMat 

(2) 無 ・ 減 農薬栽培野菜類 社製 TrakerT"  System 及び GCQTM  System,  Hewlett 

1999 年 4 月から 20 ㏄年 3 月に東京都内の 市場等で購 Packard 社製 HP5973 

入した野菜 7 種 17 検体について 調査した         高速液体クロマトバラフ 一 質量分析 計 : VG 

2, 胡 五対喪屋 薬 Bi   techtt@Patform@n@-LC 

調査対象農薬は Table l に示した．有機リン 系農薬 42  4. 分析方法 

種 ，有機塩素系農薬 26 種，カーバメイト 系農薬 24 種及び 前報 5 に従った．また ，その他の農薬の 分析は保持 指 

その他の農薬 22 種の計 1M4 種の農薬を対象とした   標を用いた方法， " により行った   

3. 装仁 結果及び考察 

山 ガスクロマトバラフ : ( 株 ) 島津製作所 製 GC-l4A  ] . 横行栽培野菜・ 果実額 

( 検出 群 : ECD,  FPD 及び FTD) 慣行栽培野菜及び 果実類の結果は ， Table2 に示した   

(2) キャピラリーガスクロマトバラフⅡ 株鳩津 製作 ㈹ 有機リン系農薬 

所製 GC-l7A  ( 検出 器 : FPD 及び FTD) : Varian 野菜・果実 18 種 64 検体中 4 種 7 検体 ( 検出率 : 11%, 

Associates.Inc. 製 3500( 検出群 : ECD), 3400( 検出 以下同様 ) から殺虫剤であ るクロルピリホ ス ( 検出検体 

群 :FPD), HNU"-Nordion 社製 MICROMATHRGC-  毛 : ネクタリン， もも ; 以下同様 ), CYAP O ネクタ リ 

Table・ 

Organophosphorus 

pesticide(42)" but ㎝㎡ fbS,cadusaphos,chlo 印 y ㎡㏄， chlo 串肛は fbS-metthyl,chlo 「 fenvinphos-E  (CVP-E),c 田 o 「 den ㎡ nphos-Z 

(CVP-Z) ， cyanofenphos@(CYP) ， cyanophos@(CYAP) ， d@ialifol ， diazinon ， dichlofenthion@(ECP) ， dichlorvos 

(DDVP) 、 4methoate 、 6methY   Ⅴ     nphos ， 4oxabenzofos ， e4fenphos@(EDDP) ， EPBP ， EPN ， etHon ， 

ethyltHometon ， feDtrotHon・ ， fent Ⅰ     on・ ， formotHon ， fostHazate ， iprobenfos・ ， isofenphos ， 

isoxatHon ， maatHon ， metHdatHon@(DMTP) ， paratHon ， paratHon-methY   ， phenthoate@(PAP) ， 

phosa Ⅰ   ne ， pi   imiphos-methY   ， phosmet@ (PMP) ， prothi   fos ， propaphos ， pyridaphenthi   n ， 

s Ⅲ pr0fos,tet 曳 cMoI ㎡ nph ㏄ (CVMP),thiometon,thcMo ㎡ on(DEP), 

Organochlorine 

pesticides(26) 田 dhn, 0-BHC, ター BHC, ノー BHC, ター BHC, クガ "DDT,p ガ -DDE,p ガ -DDD,0 ガ ， -DDT,c 即 t 簗 ， capt ㎡ ol, 
chlorobenzilate ， chlornitrofen・ ， chlorothalonil・ ， dicofol ， dieldrin ， endrin ， endosulfan-1 ， 

endosulfan-@n ， endosulfan@sulfate ， heptachlor ， heptachlorepoxide 、 iprodione 、 procymidone ， 

qulnt0%n ㎡ PCNB),Wncloz0lln 

Carbamate 

pesticides(24) aldicarb ， aldicarb《ulfone ， aldicarb《ulfoxide ， bendiocarb ， carbaryKNAC) ， carbofuran ， chlorpropham 

仁 IPC),diethofenc 打 b,ethiofenca ぬ ， ethiofenc 荻 b  sulfone,etthiofenca 売 sulfoxide,fenobuca ぬ (BPMC), 

isopr ㏄ 荻 ㎡ MIP,C),methomyl,metolc 紋 ㎡ MTMC),methioCa 止 ， methio ㏄ 播 sulfone,metmoca ぬ sulfo ㎡ de, 
0 期 myl,p ㎡ mic 領 b,propo 蕪 ㎡ PHC), 伍 iobenca 辻 ， th ぬ田 c 町 b,XMC 

Organonitrogen 

pesticides(22) bitertanol ， dichlofluanid ， esprocarb ， fenarimol ， flucythrinate ， flusilazole ， flutolanil ， mefenacet ， mepronil ， 

metr*   uzin,@myclobutanil ， oxadiazon,@pacrobutrazole ， pendimethalin ， pretirachlor,@propiconazole ， 

pyridaben ， quinomethionate ， tebufenpyrad ， thenylchlor ， triadimefon ， triadimenol 

Total 114〔inds 

1)@Values@in@parentheses@indicate@the@number@of@individual@pesticide   
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Table@2.@Residues@of@ Pesticides ， )@in@Crops 

Sample 

No ・ of No ・ of Organophosphorus(ppm) Organochlorinetppm) Carbamate@bPm) 伽 ㎏ おけ田 

Insec Ⅰ     cides Insecticides Fungicide Insecticides Insecticides 

sample                   Chlorpyrifos CYAP MEP Others Dicofol Dieldrin             lpr ㏄ inne 丹 ㏄ y ㎡ done TPN BPMC Methommyl NAC Others T 田山 np 胆 d 

Veg 巨 aah 臆 s 

CucumberfKYURI]@ 3                           

E 圧圧 plan 吐 NASUl 3                         0 ． 01.0 ． 21       

Okura                                 

Pimento[PIMAN]  3       一 0   ㏄ 一       0 ． 0lT0 ． 03     一 0 ．㏄ 一     

lProthl0f0sl 0 ・ 1@ 

Punmokin[K"B 。 。 "A"                             

Tomato                                 

。 。 ' ㏄ epe あ "'" 玲 "00   2                                 

SthW 固 SAYMNGE 川 2  2     0.18         一 0 ・㏄ 一           

Fruits 

Grape[BUD0               0.15     0.03               

Japanese@pearfNASHI] 

(wholel             0.la   0 ． 01,0 ． 02       一 0.02.0.0.05 0.23 0.0l 0. ㏄ 

0 ．㏄， 0% (Thiodicarb) 

( 打㏄ hl                           0 ・㏄ 0.14     

Melon[MERoN   

(whole)                         0 ． 30 ． 0 ． 55 T@                                           

0 ． 05,o.09 

旬㏄ hl               0.02   一 T 「． 0 ． 02, 一           

0 ． 02,0 ． 02 

Nectarine 

(whole)   2 0.0l 0. ㏄ 一 0.OS 一     0.32         0.m3     

(EPN) 

(flesh)     一 0 ・㏄ 一         0.15               

P ㏄ ch[MoMol 

(wholel     0.07   0.03 0.02       0.42 0.32 0.1l                 

(Diazinon) 

( 打 eshl                 一 0.l2 0. ㏄ 一 0.0@ 一       

StrawberryBCHlGo]@ 2                   0.02             

1)@ 83@kinds@of@insecticides@(organophosphorus@:@39 ， organochlorine:@18 ， carbamate@:@21 ， others:@5) ， 19@kinds@of@fungicides 

(organophosphorus:@2 ， organochlorine@:@7 ， carbamate ，． 1 ， others:@9) ， 12@kinds@of@herbicides@(organophosphorus@:1 ， 

organochlorine:@1 ， carbamate:@2 ， others:@8) 

2@)@ @@:@not@detected 

3)  Tr.:  below  O.Olppm 

ン ), MEP a さやいんげん ， もも ), プロチオホス ( ピ 果から 0.18WPm 及び 0.03ppnW 検出された．さやいんげん 

ーマン ), EPN ( ネクタリン ) 及びダイアジノン ( もも )  には残留基準が 設定されていないが ，同じく豆科野菜で 

0  6 種類が 0.01 一 0.18ppm 検出された   あ るさやえんどうに 設定されている 0.5ppm の約 1/3 であ 

ネクタリン及びももの 会 果から比較的多くの 農薬が検 った．もも 全 果は果肉に設定された 基準値 0 ， 2WPm の ¥/,7 

出された．残留基準のあ るものでは，クロルピリホ ス が 以下であ った．また，もも 全 果からはダイアジノンも 検 

ネクタリンの 全 果及びももの 会 果から 0.Olppm 及び 出されたが，その 検出量は果肉の 残留基準値 0 ． lppm の 

0.0gppm 検出された・ネクタリンは 全果 ，ももは果肉に 1/5 であ り， 全 柔から検出されたいずれの 農薬も果肉か 

設定された基準値の 1/14 以下であ り，果肉からは 検出さ らは検出されなかった． 

れなかった． ネクタリン 全 果から検出された EPN はネクタリンに 

フェニトロチオⅡ MEP) は ， さやいんげん 及びももの全 は残留基準が 設定されていないが ，その属する 他の核果 
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果実に設定されている 基準値 0 ． lppm の ¥m2 であ った． 

ピーマンから 0.0gWPm 検出されたプロチオホスは ，ピ 

ーマン及びその 属する果菜類に 対しては残留基準が 設定 

されていない ， プロチオホスはこれまでにもピーマンか 

ら検出される 傾向があ り，その残留量は 0.lppm 前後で 

あ る 12,14,16,18), プロチオホスは 1 日摂取許容量い の 1) 
0.00l5mg/kg/day の普通物であ り，今回の検出量は 特に 

問題はないと 考える． 

環境庁告示の 登録保留基準値の 設定されている 農薬で 

は， シアンホス (CYAP) がネクタリンの 全 果及び果肉 

から検出された ，登録保留基準値 0 ． 2mPm の 全果で 1/3, 

果肉で 1/5 であ った 

(2) 有機塩素系農薬 

有機塩素系農薬は ， m3 種 28 検体 (44%) から 2 種の殺虫 

剤及び 4 種の殺菌剤が Tr.(0.0lpp 未満 ト 0.42DPm 検出さ 

れた・ 

検出された殺虫剤は ， ジ コホー 川 ぶどう及び日本な 

し全果 ), デ                 、 イ かぼちゃ，メロン 全   及び果肉 ) 

であ った， 

ぶどう度 び 一日本なしから 検出された ジコホ 。 ルは，両 

者の残留 基 ，車 値 300 ． p  pun め ぶと 。 。 う で 。 1/20 ， 目 本 なしでは 

1/16 であ り，果肉 か らは検出されなかった   

かぼちゃ，メロン 金 果及び果肉から 。 検出さ れ たディル 

ドリンは， 1973 年に登録が失効している．デイルドリン 

等のドリン系殺虫剤は ， ウリ 科 植物で検出 側 が比較的多 

レ 147.9.161191   今回の検出例は 土壌中に残留したディルドリ 

ンが根を通してかぼちゃ 及びメロン内に 取り込まれたも 

のと考えられる．登録抹消後，使用されなくなってから 

も 長期間検出されることから 引き続き調査していく 必要 

があ ると考える． 

殺菌剤では，キャプタン ( 日本なし 全果 ), イプロジオ 

ン ( ぶどう，メロン 全果 ，ネクタリン 全果 ，果肉， もも 

全 果及び果肉 ), プロシミドン ( きゅうり，ピーマン ，さ 

やいんげん，メロン 全果 ，果肉， もも 全果 ，果肉及びい 

ちご ) 及びて PN( メロン 全 果及びもも 全果 ) が検出された． 

キャプタンは ，検出の見られた 日本なしに残留基準は 

設定されていないが ，検出量はりんごに 設定されている 

5. ㏄ pm の l/20 以下であ り，果肉からは 検出されなかった． 

イプロジオンは ，ぶど う ，メロン 全果 ，ネクタリン 全 

果 ，果肉， ももの 全 果及び果肉から 検出が見られたが ， 

残留量はいずれも 各果実の残留基準値の 約 1/830-1/18 

であ った． 

登録保留基準の 設定されているプロシミドンは 今回も 

っとも検出頻度が 高く， 6 種 14 検体 (22%) から検出さ 

れた， しかし残留量はいずれも 登録保留基準の 1/300 

一 1/6 と低いものであ った． 同じく登録保留基準のあ る 

TPN は，メロン 全 果及びもも 全 果から基準値 2ppm の 

1/20 一 1/16 検出されたが 果肉からは検出されなかった． 

(3) カーバメイト 系農薬及びその 他の農薬 

殺虫剤であ るフ エ ノブカル ブ (BPMC), メソ ミル， ； 

ルバリル (NAC) 及びチオジカル ブ が 5 種 11 検体 (17%) 

から 0.01-0.23ppm 検出された． 

残留基準の設定されているものでは ， BPMC がももの 

会 果及び果肉から 0.0lppm 検出され，果肉に 設定されて 

いる基準値 0 ， 3ppm の 1/30 であ った， また， NAC が日本 

なしの 全 果及び果肉から 残留基準値の 1/4 以下検出され 

た．同じくネクタリンの 会 柔からも検出されたが ，基準 

値は設定されていない ， しかし，検出量は ， もも果肉の 

基準値 1.Oppm の 1/33 であ った， 

登録保留基準の 設定されている 農薬では， メソ ミル 

( なす， ピーマン， 日本なし 全 果及び果肉 ) 及びチオ ジ 

力 んブ ( 日本なし 全果 ) が， 0.01-0.2lppm 検出された． 

いずれも野菜及び 果実に設定されている メソ ミル 3 

Dpm 及びチオジカル ブ lppm の基準値以内であ った． 

メソミルはチオジカル ブ の分解生成物であ るため，両者 

が検出された 日本なし 全果のメソ ミルはチオジカル ブ に 

由来するものとも 考えられる．チオジカルブ 及び メソミ 

ルは 劇物に指定されているが ， ADI はいずれも 0.03 

mg/kg 体重 / 日であ る．今回の検出量は 喫 食 上問題とな 

る量ではないが ，果皮ごと食すこともあ る日本なしや 生 

食することもあ るなす及びピーマンでは ，残留した農薬 

は水洗により 若干の除去はあ るものの，加熱調理に 伴 う 

揮 散や分解はなく ，ほとんどはそのまま 摂取されると 推 

察する．近年は 果菜類及び果実 類 で検出頻度が 高い傾向 

にあ るためⅢ。 ， 仝後も過量の 農薬が残留しないよう 残 

留動向を注意深く 観察していく 必要があ る， 

その他の農薬では ， 殺ダ 二剤であ るテ フ フェンピラド 

が日本なしの 全果 1 検体 (1.5%) から 0.06DDrTM 検出され， 

残留農薬基準 0 ． 5ppm の 1/8 であ った．テ フ フェンピラド 

は，果実類からの 検出頻度が高いが ，その残留量は 0,1 

Dpm 前後であ り， 全 果からは検出されるが 果肉からは検 

出されていない "-19) 

(5) 農薬の複数残留 

同一検体から 2 種類以上の農薬を 検出した野菜類につ 

いてまとめ， Table3 に示した． 

複数残留は， ピーマン，日本なしメロン ，ネクタリ 

ン及びももの 5 種 13 検体 (20%U に認められた． 

作物群別に複数残留のみられた 割合を比較すると ， 果 
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菜類は，ピーマン 2 検体からで 12% であ った．ここ数年 び TPN) 3 種及び ヵ一バメィト 系殺虫剤 ( メソ ミル ) 

の果菜類からの 複数農薬の検出率 25 一 60% Ⅲ。 ) と 比較し 1 種が検出されたい 拙 e4). 

低いものであ った．果実類は ， 全果で 41%, 果肉で 9% 残留基準のあ るものでは， きゅうりから DDW が 0 ． 08 

であ った，果実類を 多く検査している 昨年度の全 果 52%,  ppm 及び キヤ プタンが 0 ． 06ppm 検出された．残留量は 基 

果肉 18% よりは， 9,, やや低いもののほぼ 同様であ った， 準値のそれぞれ 約 1/2 及び 1/80 であ った．さやいんげん 

また，果実類は ，殺虫剤及び 殺菌剤の両者とも 残留して から検出された ジ コホールは，きゅうりに 設定されてい 

いるものが多く ，メロンを除くと 全て殺虫剤及び 殺菌剤 る基準値 2. の pm と比較すると 1/100 であ った． 

の 複数残留であ った．これら 作物には，多種類の 農薬が 登録保留基準の 設定されているものでは ，プロシ ド 

使用されていることから ，今後も引き 続き調査に努めて ン ( きゅうり及びなす ), TPN ( きゅうり ) 及び メソ ミ 

い く必要があ る． ル ( なす ) が，それぞれ 野菜に設定されている 登録保留 

2. 無 ・滅お 葉 栽培野菜類 基準の 1/250-1/8 検出された． 

無 ・ 減 農薬栽培と表示された 野菜類 7 種 ¥m 検体につい 農薬が検出された 作物は減農薬栽培あ るいは無農薬栽 

て調査したところ ， 4 種 5 検体 (29%) から有機リン 系 培 3 年未満の表示もので ，表示ガイドラインに 従った農 

殺虫剤 (DDVF) U 種 ，有機塩素系殺虫剤 ( ジ コホール )  作物はなかった． 

1 種，有機塩素系殺菌剤 ( キャプタン，プロシミドン 及 無 ， 減 農薬栽培表示作物における 農薬の検出割合は ， 

Table・ 

Sample@ No ，   Pesticide〉esidues(ppm) 

Pimento 1 Prothiofos@(0.09)'' ， Procymidone@(0.03) 

2 Procymidone@(0.01) ， Methornyl@(0.09) 

Japanese@pear(whole)   Captan・ ， Methornyl・ ， Thiodicarb・ ， Tebufenpyrad・ 

2 Captan(0.04) ， NAC(0.23) 

3 Dicofol@(0.18) ， Captan(0.24) ， Methornyl@(0.02) 

Melon(whole)   Procymidone@(0.09) ， TPN@(0.12) 

2 Dieldrin・ ， Iprodione・ ， Procymidone(Tr ， 2') ， TPN 

Melon(flesh)   Dieldrin@(0.02) ， Procymidone@(Tr ， ) 

Nectarine(whole)   Chlorpyrifos(0.01) ， CYAP(0.04) ， Iprodione@(0.32) ， NAC(0.03) 

Nectarine(flesh) 1 CYAP(0.04) ， Iprodione(0.15) 

Peach(Whole)   Diazinon(0.02) ， MEP(0.03) ， Iprodione@(0.42) ， TPN(0.11) ， BPMC(0.01) 

2 Chlorpyrifos@(0.07) ， Procymidone@(0.32) 

Peach( Ⅱ lesh)   Iprodione・ ， BPMC・ 

1)@ The@value@in@parentheses@shows@detected@concentration@of@pesticide ． 

2)@ Tr ． :@below@o ， Olppm 

Table@4.@Residues@of@Pesticides@ ，， in@organic@Cultivation@Vegetable@or@the@Like 

㎝ 脚 @0ph ㏄ ph0% 師 pm) Organochlorine(ppm) C 柿狐 atdpPm) 
No ・ of@ No ・ of 

Sample Insecticide  Insecticide Fungicide lnsect@cide 
sample@ posi   ive 

DDVP Dcofol@ Captan@ Procymi   one@ TPN@ MethomY   

CucumberCKYURI] 4 2 0 ・ 08 一     0 ・㏄ 0 ・ 36 0.02   

Eggplant[NASU] 3         0.08   0 ・ 01 

Okura   0       一     

Pi   ento 2 0             

Pumpki   L ABOCHA   2 0             

Tomato 3         0.03     

String@pea[SAYAINGEN]@ 2     0.02   0.14     

1)  ㏄ kinds ㎡ hs ㏄ ticides(o ㎎ anoph ㏄ phoms:39,0 昭杣 ㏄ Mohnen8,ca も㎝㎎ te:21,o ぬ e 薦 :5), 

19 ㎞ ldsof 血 Ⅰ 蹟 cides わ ㎎初卯 h ㏄ phoms:2,0 把 皿 ㏄ 田 oH ℡ :7,ca 帝荻 ℡ te:l,o ぬ e ㎎ :9), 
l2kindsofhe ぬ icid ㏄ (00 昭杣 oph ㏄ phorus:l,0 四皿㏄ 目 on ㏄ :l,ca 七 % ℡ te:2.otherS:8) 
2@)@ -@:@not@detected 
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今年度は比較的検出頻度の 高い果菜類及び 豆科野菜を検 

査したため・ 29% と表示ガイドライン 制定後の 8-20%/0" ⑨ 

よりもやや高い 結果であ った． しかし表示ガイドライ 

ンに従った作物の 検出 何 よりも販売者独自の 表示による 

作物のほうが 多い傾向に変化はなかった "",%   有機栽培 農 

産物については・ 2000 年 1 月に農林水産省告示により 表 

示基準が設定され ，厳密な表示が 求められるようになっ 

た㈲．今後，表示がより 明確になると 推察されることから ， 

有機栽培及び 皿 ， 減 農薬栽培表示作物からの 検出状況を 

詳細に調査しその 実態を把握する 必要があ ると考える． 

ま と め 

1999 年 4 月から 2000 年 3 月までに都内に 入荷した野 

菜・果実 類 18 種 81 検体について ，慣行栽培品及び 無 ・ 減 

農薬栽培品の 残留農薬実態調査を 行った． 

] . は行栽培野菜・ 果実 類 

有機リン系農薬は ，クロルピリホ ス ， CYAP, MEP, 

プロチオホス ， EPN 及びダイアジノンの 6 種類が 4 種 

7 検体から 0.01 ～ 0 ． 18ppm 検出された． 

有機塩素系農薬では ， ジ コホール，ディルドリン ，キ 

ャプタン， イプロジオン ， プロシミドン 及び TPN の 6 

種類が 6 種 9 作物から Tr. ～ 0 ． 42ppm 検出された． 

カーバメイト 系農薬では， メソ ミル， NAC, チオ ジ 

力 ルブ及び BPMC の 4 種類が 5 種 11 検体から 0.03- 

0 ． 23ppm 検出された．これらのうち ，なしの 会 果からは 

チオジカルブ 及び メソ ミルの両者が 検出されたが ， メソ 

ミルはチオジカル ブ に由来すると 推察された   

その他の農薬では ，テ フ フェンピラドが 1 種 1 検体 か 

ら 0.OOppm 検出された． 

また農薬の複数残留が ，ピーマン，日本なしメロン 

など 5 種 13 検体に認められた． 

残留農薬基準及び 登録保留基準を 超えたものはなく・ 

喫食 上特に問題となるものはなかった． 

2. 無 ・ 滅 農薬栽培野菜 

有機リン系農薬は ， DDVP が l 種 1 検体から 0.08ppm. 

有機塩素系農薬では ， 、 ジ コホール，キャプタン ，プロシ 

ミドン及び TPN が 4 檀 4 検体から 0.02-0.36DPm, カー 

バ メイト系農薬では ，メ ソ ミルが 1 種 1 検体から 0 ． Olppm 

検出された． 

いずれも残留基準度 び 登録保留基準を 超えたものはな 

かった・ 

本調査は東京都衛生局食品保健課及び 東京都食品環境 

指導センターと 協力して行ったものであ る． 
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